
私達の暮らす地表は一気圧の世界ですが、地球中心では 360 万気圧、宇宙には更に高い圧力の世

界が広かっています。近年、ダイヤモンドを使って地球中心の圧力を超える高圧力の発生が可能とな

っています。超高圧下では、酸素のような気体さえも固体となり、金属になります。ダイヤモンドアンビ

ルセルと呼ばれる装置を透して観た、酸素や水素の新奇で不思議な超高圧の世界を紹介します。 
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      物質理学研究科教授 赤浜 裕一  

  ▼ 講座の概要 

 
 
 
 
 
 
 
  ▼ 講座内容 

 

科学の最前線  超高圧の世界 

実施日:平成２３年 8 月 19 日（金）

時間：10：30～12：00

本講座では、以下の内容で「超高圧の世界」の最先端科学について講義しました。 

１．「はじめに」では、超高圧の世界が、物質の超高密度状態であることを述べた 

２．「自然界の圧力」と「圧力発生の歴史」について 

３．ダイヤモンドアンビルセル（DAC)という装置を使った「超高圧力の発生法」を説明し、 

発生できる最高圧力が４１０万気圧まで到達していること述べた。 

４．超高圧をどのように測定、決定するかについて説明した。 

５．最先端の超高圧科学の代表的な研究例として、酸素と 

水素について述べた。 

（1）超高圧下の酸素の物性：カラフルな固体酸素や 

金属の酸素の写真も紹介し、 

（2）高密度水素の結晶構造と相転移について、さらに 

金属水素の探索について述べた。 

６．「まとめ」 では、水素の金属化実現までもう一歩の 

ところまで来ていることをお話した。 
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